
 
 
  
茅ヶ崎市では、東京大学生産技術研究所の加

藤孝明准教授のご協力のもと、平成21年度か
ら「防災都市づくりワークショップ」（昨年度
から「防災“も”まちづくりワークショップ」に
改称）を実施し、地域のみなさんと一緒に災害
に強い都市づくりを進めております。 

 

今年度は、鶴嶺東地区のみなさんと一緒に、
全４回のワークショップを実施しています。
ワークショップでは、鶴嶺中学校の生徒の方々
に多く参加していただき、鶴嶺東地区のまちづ
くりについて考えます。 

3回目の今回は、前回のまち歩きで撮影した
写真やメモをもとに「防災“も”まち歩きマッ
プ」を作成、その後、防災“も”まちづくりのア
イデアについて、話し合いました。 

研究室ごとに、防災“も”まちづくりの 
アイデアを考えました！ 

～第３回 鶴嶺東地区 「防災“も”まちづくりワークショップ」で行ったこと～ 

≪はじめに≫ 
• あいさつ 
• 前回までの振り返り  
  

≪グループワーク①≫ 
• まち歩きマップをつくろう！ 
• まち歩きマップの発表  
 

 

≪グループワーク②≫ 
• 防災“も”まちづくりのアイデアを考えよう！ 
• 防災“も”まちづくりのアイデアの発表 
 

≪講評≫ 
• 加藤先生からのコメント 
 

≪閉会≫ 
• 次回予告 
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■第３回ワークショップのまとめ（東京大学生産技術研究所 加藤先生） 

■前回までの振り返り 
回数 日付 時間 概 要 

第1回 
(終了) 

平成29年 
10月29日 

9：00～ 
 12：00 
（180分） 

防災“も”まちづくりについて学び、考えよう 
• 加藤先生からの講演／鶴嶺東地区の市街地状況／地域の活動 
• 鶴嶺東地区防災“も”まちづくり研究所の設立式 

第2回 
(終了) 

平成29年 
12月2日 

9：00～ 
 12：30 
（210分） 

防災“も”まちづくりの視点で鶴嶺東地区を見てみよう！ 
• 体験学習 
• 防災“も”まち歩き／まち歩きマップをつくろう 

第3回 
(終了) 

平成30年 
1月28日 

9：00～ 
 12：30 
（210分） 

「防災“も”まちづくり」のアクションプログラムを考えよう！ 
• 地区の良いところ・課題と地域資源を考える 
• アクションプログラム／キックオフイベントの検討 

第4回 
平成30年 
2月24日 

9：00～ 
 12：30 
（210分） 

防災“も”まちづくり「キックオフイベント」を考えよう！ 
• キックオフイベントの企画案の作成 
• アクションプログラムに沿った活動の継続方法の検討 

■ワークショップの今後の予定 まだ参加されていない方のご参加も、お待ちしております！ 

自助（個人）・共助（地域）の視点から防災まちづくりについて考えてみませんか？ 

鶴嶺東地区 「防災“も”まちづくりワークショップ」ニュース Vol.3 

■参加者の声  ※アンケートでいただいた主なご意見です。 

 「防災“も”まちづくり」をうまく進めるためのキーワードや、防災の基本となる考え方についてお話し
いただきました。地域で防災の取組を進めていくにあたっては「防災“だけ”」ではなく、その他の地域
課題（福祉、景観…等）も含めて、総合的に考えていく「防災“も”」という視点が大切です。 

 今回は1つ決めると次のものにつながることが多く、例えば、ボランティアセンター

の認知度が低いから空き家をボランティアセンターにする、そうすると空き家がな

くなるという話につながり、このような意見がすごく面白いと思いました。 

 移動式ホースが多くあっても

使い方が分からなかったら意

味がないので、使用方法を確

認するイベントや集会が必要

かなと思いました。 

 大人と中学生が対等な関係で、それぞれ異なる視点からの意見を交わすこと
ができていて、新しいアイデアが生まれてくる予感を感じました。また、鶴嶺
東地区は多様な資源（市街地、豊かな自然環境や神社、人の活動…）に恵まれ
ていることからも、今後に向けて色々な可能性が感じられます。 
 各研究室では、発表で話された内容以外にも、たくさんのアイデアや工夫が
話し合われていました。次回までに、自分の研究室以外ではどのような話が出
ていたのか、情報交換をしておいてください。また、今回のワークショップで
は、自助・共助・公助の「共助」の視点で議論をしていますが、それぞれの家
庭では、たとえば消火器が設置されているかどうかなど、「自助」についても
あらためてチェックしてみてください。 

 体験学習では、地震によって倒壊したブ
ロック塀の重さや、火災のふく射熱、延焼の
状況などを体験してもらいました。また、水
消火器を使った消火活動の体験や消防に
よる消火活動の見学をしました。 
 まち歩きでは、4つの研究室に分かれて、
テーマに沿ったミッションをこなしたり、まちの
資源や課題をチェックしながら歩きました。 

 茅ヶ崎市の自然のことが良く分かった。鶴嶺小のブロッコリーの木の本名や、私が

今まで知らなかったことを今日学べました。さらに自然に対する意欲が高まったと

思います。 

 地域福祉室ではボランティアセンターの知らなかったことも良くまとめられて、楽

しかったけど少し大変（まとめること）なこともあった。地図にも覚えている限り

しっかり記せたので良かったです。 

第1回 加藤先生の基調講演 「地域から進める防災“も”まちづくり」 

第2回 体験学習（ブロック塀の倒壊・火災体験）とまち歩き 



  ２ 

■まち歩きの成果とアクションプログラムの発表 

■研究員が作成した「防災“も”まち歩きマップ」 

１１ 

４つの研究室がそれぞれ作成し
た「防災“も”まち歩きマップ」です。
歩いたルートと見つけた地域資源
や課題が、その場所の写真と一
緒に書かれています。 

「防災“も”まち歩きマップ」の作成手順 
 

①まち歩きで歩いたルートを太線で書く。 
 

②見つけた地域資源を、写真シールや付箋を使って記録。 
 

③「研究室ミッション」の内容と、体験して学んだことを書き込む。 
 

④それ以外にも、感じたことや気が付いたことがあれば、どんどん書き込む。 

まちづくり推進室 

地域福祉室 防災対策室 

景観みどり室 



  １０ 

■まち歩きの成果とアクションプログラムの発表 

３ 

■研究員が作成した「防災“も”まちづくりアクションプログラム」 ■各研究室の「防災“も”まち歩きのミッション」と「まち歩きのコース」 



  ４ 

■まち歩きの成果とアクションプログラムの発表 

９ 

■各研究室の「防災“も”まち歩きのミッション」と「まち歩きのコース」 



  ８ 

■まち歩きの成果とアクションプログラムの発表 

■研究員が作成した「防災“も”まち歩きマップ」 

５ 



  ６ 

■まち歩きの成果とアクションプログラムの発表 

７ 

■各研究室が発表した、防災“も”まちづくりのアクションプログラム 

防災対策室 地域福祉室  

景観みどり室  まちづくり推進室 

■各研究室の「防災“も”まち歩きのミッション」と「まち歩きのコース」 

 まち歩きのミッションでは、移動式ホース格
納箱を実際に使って放水体験をしました。
そこで、移動式ホースには「使い方が分かり
にくい」という問題点があることに気が付き、
取組みとして、わかりやすいマニュアルを作る
ことを考えました。マニュアルを作るにあたって
は、目で見てわかりやすいものにする、DVD
にして学校などでも視聴してもらう、といった
案が出ました。 

 車椅子に乗ってまち歩きを行い、ちょっとし
た段差や整備されていない道を通る時の大
変さを実感しました。また、ボランティアセンタ
ーでお話を伺い、スタッフの数が少ないことや
若いサポーターが不足していることを知りまし
た。ボランティアセンターのことを、もっと多くの
人に知ってもらい、広めていくことや、車いす
などでも生活しやすくすることで皆がもっと住
みやすいまちにしたいと考えました。 

 まち歩きでは、見通しの悪いカーブや、歩道が
ない箇所など、まちの危険な場所などが目につ
きました。 
 取組みは、まちづくりの観点から、中学生が参
加できるお祭りをやろうということになりました。積
極的に参加したくなるものができると良いと思い
ます。また、地域の高齢化対策に「お見合い」
イベントを開催するというアイデアも出ました。 

 まち歩きでは、歴史のある参道や、鶴嶺の
森と大山が一望できる場所を発見して、この
地域にはすばらしい景観スポットがたくさんあ
ることがわかりました。 
 取組みとしては、さらに景観ポイントを探し
て、マップを作ろうと考えました。みんなに景観
スポットを知ってもらうことで、何十年たっても
自然が残っているまちにしたいです。 


